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ペロブスカイト太陽電池 安全基準を緩和へ  

工場設置促進 

＊政府は薄くて軽い次世代型の「ペロブスカイト太陽電池」を工場などに設置す

る場合の安全基準を緩和。 

＊政府は 2035年までに政府施設で最大 7万ｷﾛﾜｯﾄを導入する目標。 

＊ペロブスカイト太陽電池は主流のシリコン製と比べ、厚さは約 100分の 1、重

さは 10分の 1ほど。 

*フィルム型であれば取り付ける構造物にあわせて曲げられます。 

*弱い光でも発電でき、製造コストが低くなります。 

（2026 年 6 月 26 日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


